
開館時間　9：30 ～ 17：00（入場は16:30まで）　　　会場　北海道博物館 2F特別展示室
休　　館　月曜（7/21㊗、8/11㊗、9/15㊗は開館）、7/22㊋、8/12㊋
料　　金　一般1,000円（850円）、高校生・大学生350円（250円）
　　　　　総合展示セット券　一般1,600円（1,400円）、高校生・大学生600円（400円）

主催　北海道博物館　　　共催　一般財団法人北海道歴史文化財団
後援　朝日新聞北海道支社、北海道新聞社、毎日新聞北海道支社、読売新聞北海道支社、NHK札幌放送局、HBC北海道放送、STV札幌テレビ放送、
　　　HTB北海道テレビ、UHB北海道文化放送、TVhテレビ北海道、STVラジオ、AIR-G’エフエム北海道、FM NORTH WAVE

森のちゃれんが 開館10周年

※（　）内は次の料金です。　・10名以上の団体　・本展割引券をお持ちの方
　　　　　　　　　　　　 ・リピーター割引（本展の有料観覧券半券提示で、1枚につきおひとり様1回限り有効）
※中学生以下・65歳以上の方・障がいのある方は無料。高校生に限り土曜は無料（年齢のわかるもの、障がい者手帳をご提示ください）

永倉新八 と 栗田鉄馬
新選組 会津藩士

北海道博物館 第 11回特別展

新
選
組
の
生
き
証
人
と
し
て

札
幌
で
絵
師
と
し
て
剣
客
と
し
て　　2025 （令和７） 年

　　　7月19日 ( 土 ) ～

　　　　　9月15日 (月・祝)

　　2025 （令和７） 年

　　　7月19日 ( 土 ) ～

　　　　　9月15日 (月・祝)

― 二人のサムライが歩んだ幕末 ・ 近代 ―

　　2025 （令和７） 年

　　　7月19日 ( 土 ) ～

　　　　　9月15日 (月・祝)

割引
券

1枚
で5
名様
まで
有効

切り
取ら
ずに

お持
ちく
ださ
い



当館は、令和７年 (2025)、
開館 10周年を迎えました！

■交通案内
○バス　新札幌駅から　バスターミナル・のりば⑩（北レーン）
　　　　ジェイ・アール北海道バス新22「開拓の村」行き乗車、
　　　　「北海道博物館」下車。
　　　　森林公園駅から　東口のりば　新札幌駅からの上記のバス
　　　　が森林公園駅に寄ります。
　　　　大麻・江別方面から　ジェイ・アール北海道バス・夕鉄バ
　　　　ス新札幌方面行き乗車、「厚別東小学校前」下車（バス停　
　　　　から徒歩15分）
○タクシー　新札幌駅から約10分
○徒歩　森林公園駅から20～ 25分　○駐車場あり（105台・無料）

〒004-0006　北海道札幌市厚別区厚別町小野幌53-2
TEL：011-898-0466（総合案内）
FAX：011-897-1865

https://www.hm.pref.hokkaido.lg.jp/
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新選組の幹部隊士として、 会津藩の京都警備隊の一員として、 幕末の京都で

出会った二人は、 その後、 それぞれに特異な人生を歩み、 ともに、 大正期に

北海道でその生涯を終えました。 本展では、 二人の生涯をたどりながら、 彼ら

が生きた激動の時代について探ります。
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永倉新八（1839～1915）
新選組の幹部隊士の一人。江戸詰の松前藩家臣の
次男として生まれ、明治維新後は松前藩の医師・
杉村家のむこ養子となり杉村義衛と名前を変え、
晩年は小樽で過ごすなど、北海道とゆかりが深い。
多くの幹部隊士が幕末から明治維新期の動乱で命
を落とす中、大正期まで生きた永倉は、新選組の
活動を後生に語り継いだ生き証人と言える。
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栗田鉄馬（1839～ 1913）
会津藩士。京都守護職であった藩主の下で、京都
警備に従事し、戊辰戦争では会津戦争にも参加した。
会津藩が新政府側に敗れると、「会津降伏人」の
一員として北海道への移住を余儀なくされ、明治
４年 (1871) には現在の余市町へ移り住んだ。明治
10 年代には札幌に居を移し、剣術家として、また
絵師として、その名が知られた。
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展示構成
□ プロローグ：１枚の写真から
□ 第１章　幕末の京都にて
□ 第２章　戊辰戦争
□ 第３章　それぞれの近代
□ エピローグ：ふたたび１枚の写真から
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新選組永倉新八とその時代
　日時／８月３日 (日 )　13:30 ～ 15:30
　講師／木村幸比古氏（霊山歴史館学術アドバイザー）
剣客・鉄馬、絵筆をふるう
　日時／８月 31日 ( 日 )　13:30 ～ 15:30
　講師／五十嵐聡美氏（美術史家）

ひ孫が作ったドキュメンタリー上映＆新発見！  
 「川口家文書」に見える明治期の永倉新八の動静
　日時／８月 24日 ( 日 )　13:30 ～ 16:30
　講師／杉村和紀氏（テレビディレクター／永倉新八ひ孫）、
　　　　朝山大吾氏（よみうりカルチャー）、
　　　　中村武生氏（京都女子大学非常勤講師）

講談「新撰組十勇士伝」と晩年の永倉新八
　日時／ 9月 7日 ( 日 )　13:30 ～ 15:30
　講師／三代目松林伯知氏（講談師）、
　　　　杉村悦郎氏（ライター／永倉新八ひ孫）
※会場は当館講堂で、参加無料。
※お電話（011-898-0500）でお申し込みください。
※申し込み受付は、各行事開催日の１か月前頃に開始します。
※詳しくはウェブサイトでご確認ください。

　日時／７月 21日、８月 11日、９月 15日の祝日
　　　　11:00 ～ 11:30、14:00 ～ 14:30
　会場／特別展示室（観覧料が必要です）。定員約 20名。
　　　　申し込み不要、直接会場にお越しください。
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はっけんイベント「新選組ミニ巾着を作ろう！」
　新選組の隊士がつけた「袖章」のデザインをもとにして、
　小さな巾着を作ってみよう！
　日時／ 8月 2日～ 9月 28 日の土・日・祝　10:00 ～ 16:00
　会場／当館はっけん広場。参加無料。定員各日先着 20 名。
　　　　申し込み不要、直接会場にお越しください。
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１　栗田鉄馬「武具図扇面」
　　大正２年 (1913)。永倉新八に贈呈
　　個人蔵
２　永倉新八「浪士文久報国記事　弐」
　　明治期。高知県立坂本龍馬記念館
３　永倉新八着用の胴衣
　　江戸後期。当館
４　栗田鉄馬「明治五年余市熊祭之真景」
　　明治 40年 (1907)。当館

　※表面の集合写真は当館蔵。
　※「誠」の文字は「新選組袖章」（霊山歴史館）、
　　「會」の文字は「会津藩隊旗」（会津若松市）より
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※よみうりカルチャー
　との共催事業
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